
Ｂゾーン ： H20年度施工部

砕石による間詰め Ｌ＝20ｍ

Ｌ＝5ｍ Ｌ＝5ｍ Ｌ＝10ｍ

①

海浜植物の種子を含ん
だ砂を投入する

②

海浜植物
の株等を
移植する

③

植物繊維
シートを
利用する

・①、②

注）海浜植物の移植に

ついては専門家の

指導を得て実施。

天端部

のり面部
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Ｈ２０年度の工事範囲
では、ここはＨ１８年
度完成部になるので、
シートの無い範囲にな
るのでフィールドから
除外する

A.P.+3.0m

A.P.+4.85m

H.W.L.+2.1m

A.P.+5.65m

（５）試験内容（案）： Ｂゾーン

Ａゾーン
H18年度施工部

※Aゾーンの写真を使ってイメージを作成

①間詰め＋海浜植物の種子が含まれた砂の投入

△課題点 → 砂が流れ出ないか。

吸い出し
防止シート

生育基盤（砂）
海浜植物の種子が含まれた砂を投入

ＡＰ＋３．０ｍ

被覆石

捨石

保湿材料を混入させる
（炭、高分子ポリマー等）

ＡＰ＋２．１ｍ

ＡＰ＋１．５ｍ

目つぶし材
（砕石0～40など）

①

②

シートの設置方法

①：汽水域を期待する

②：汽水域を期待しない

植物繊維シートによる袋
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★生育基盤（砂）や苗・株について

江戸川放水路や船橋三番瀬海浜
公園からの導入は可能か？



②間詰め＋海浜植物の株・苗の移植

△課題点 → 砂が流れ出ないか。

生育基盤（砂）
海浜植物の種子が含まれた砂を投入

ＡＰ＋３．０ｍ

被覆石

捨石

保湿材料を混入させる
（炭、高分子ポリマー等）

植物繊維シートによる袋

海浜植物の株や苗

②

ＡＰ＋２．１ｍ

目つぶし材
（砕石0～40など）

ＡＰ＋１．５ｍ
①

シートの設置方法

①：汽水域を期待する

②：汽水域を期待しない 10

★生育基盤（砂）や苗・株について

江戸川放水路や船橋三番瀬海浜
公園からの導入は可能か？

③間詰め＋植物繊維シートマット利用

△課題点 → 砂が流れ出ないか。

生育基盤（砂）

ＡＰ＋３．０ｍ

被覆石

捨石

植物繊維シートによる袋
海浜植物の株や苗

生育基盤（砂）
海浜植物の種子が含まれた砂を投入

植物繊維シートマット

②

ＡＰ＋２．１ｍ

ＡＰ＋１．５ｍ

目つぶし材
（砕石0～40など）

シートの設置方法

①：汽水域を期待する

②：汽水域を期待しない

①
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★生育基盤（砂）や苗・株について

江戸川放水路や船橋三番瀬海浜
公園からの導入は可能か？



（６）進め方のフロー（案）
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緑化試験

事業者が基盤を設置

し、公開型とする

植え込み・観察に

市民参加を募る

市川海岸塩浜地区護岸検討委員会

市川海岸塩浜地区護岸検討委員会

試験案の検討 → 試験計画の取りまとめ → 試験内容の公開

試験結果の報告 → 検証・評価 → 植物種の決定

実施計画に反映

H20年 2月
～

H20年 6月

H20年 9月
～

H22年 4月

H21年 9月
～

H21年11月

３．石積み護岸の緑化試験の実施計画

①植物種の選定 ： 海浜植物の種子が含まれる砂を

投入するケース

砂の採取地と時期を専門家等の意見を参考に定める。
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②植物種の選定 ： 移植するケース

石積み護岸の緑化のための植物種を
専門家等の意見を参考に選定する。

例）船橋三番瀬海浜公園の実情を参考にすると、
ハマゴウ、ハマヒルガオ、ハマボッス、イワダレソウ、
ハマダイコン等が目標植物種として揚げられる。



③目標植物種の例

イワダレソウ

クマツヅラ科

関東地方以西に分布。

砂浜に露出した母岩の上をはっ
たり、やや湿った土壌の混入し
た砂地に茂ったりで、純粋な砂
浜に生えることはまれである。

ハマヒルガオ

ヒルガオ科ヒルガオ属の多年草

各地の海岸に見られるほか、と
きに内陸の湖岸、河原にも生え
る。

地下茎は白く、砂中に深く入る。
茎は砂上を長くはい、枝分かれ
する。

花は５月ごろ咲く。

ハマゴウ

クマツヅラ科ハマゴウ属の落葉
小低木

北海道を除く各地の砂浜や礫浜
に群生し、北方のハマナスに対
し南方を代表する海岸小低木。

茎は長く伸びて枝分かれし、砂
の上をはって広がることから、
海岸の砂防に役立っている。

花は７～９月に咲く。

写真の出典と文章の参考資料： 山渓カラー名鑑野の植物誌、日本野生植物館

ハマボッス

サクラソウ科オカトラノオ属の
２年草

北海道南部から南西諸島まで
の海岸の崖地にふつうに生息
する。

茎は基部で数本に分かれ、束
のように見える。

花は５～６月に咲く。
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ハマニンニク

イネ科エゾムギ属の多年草

北海道、本州（太平洋側では房
総半島以北）、九州北部に見ら
れる。北日本では砂丘上に、東
北地方南部以南では波打ち際
近くに群落をつくることが多い。

太い地下茎を伸ばして繁殖し、
株をつくる。

ハマダイコン

アブラナ科ダイコン属の１年草

日本各地の海岸に分布し、砂礫
浜や内湾に多い。全体にやせて
いて、粗い毛を多く生やす。根
は特には太くならない。

果皮が乾くとスポンジ状になる
ため海水に浮く。

花は３～４月に咲く

写真の出典と文章の参考資料： 山渓カラー名鑑野の植物誌、日本野生植物館
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④実施スケジュール（案）

○植物の植え込みや観測の時期・頻度等について
○試験期間や実施密度の時間条件について
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工程　

　手続き 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

三番瀬再生会議等（実施計画）

モニタリング調査・影響評価

海域工事（契約手続）

海域工事（製作等手配）

海域工事（現地施工）

＜試験計画＞

緑化植物試験

＜凡例＞

Ｈ２２年度Ｈ１９年度 Ｈ２０年度 Ｈ２１年度

観測 検証・評価 本施工砂の投入、
植え込み

内容検討

完成形ﾊﾞﾘｴｰｼｮﾝ工事 完成形ﾊﾞﾘｴｰｼｮﾝ工事捨石工事外716m

決定 決定 決定 決定

Bゾーンで実施

（H20年度施工箇所）

Ａゾーンで実施

（H18年度完成部）

４．さらし砂試験計画（案）⇒（護岸検討委員会の意見を反映）

（１）目的

１丁目隅角部の静穏域を利用して、さらし砂を投入した場合の
砂の挙動とそこに構成される生物相を確認し、今後の護岸バリ
エーションの検討材料とする。
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試験場所の状況 投入場所

確認項目

①砂の挙動

・測量的な手法によって変状を

確認する。

②生物相

・生物調査を行って、どのような生物

が確認されたかを整理する。

（砂地の良好性をアサリでみる）
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